
いよいよ間近になりました。
ご参加の皆様、どうぞお楽しみにお越しください。

「不老会の集い参加票」を忘れずに
お持ちください。

●　と　き　令和５年１０月２６日（木）　
	 	 	 開　場　１２：２０　　
	 	 	 　　　　 〈12：30「献体」ビデオ上映〉

	 	 	 開　演　１３：００ （終了予定 16：00）

●　ところ　名古屋市公会堂　大ホール
	 	 	 ※会場内では飲食はできません。

•　記念講演

　　　「健康で豊かな人生を歩むために
　　　　　　　　　　　健康な歯を維持しましょう！」

	 	 愛知学院大学歯学部　歯学部長
	 	 　　口腔解剖学講座　教授　　　本田 雅規 先生

•　学生体験発表	　愛知学院大学歯学部　学生

•　アトラクション	　ＨＳＥ４８「みんなで歌う昭和の歌」

※ 駐車場台数に限りがございますので、公共交通機関をご利用ください。

不 老 会 の 集 い

医学・歯学の教育・研究のために献体し、目の不自由な方のために献眼する。― 1 ―
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皆
様
、
お
食
事
の
際
は
、
よ
く
噛

ん
で
い
ま
す
か
？
歯
は
し
っ
か
り

と
揃
い
（
歯
列
）、噛
み
合
っ
て
（
咬

合
）
い
ま
す
か
？ 

お
口
（
口
腔
）
は
、
消
化
器
官
の
入

口
と
し
て
重
要
な
上
に
、
飲
食
や
飲

食
物
の
選
別
、
呼
吸
、
会
話
、
歌
う
、

顔
の
表
情
を
作
る
な
ど
、
快
適
な
生

活
に
お
け
る
大
切
な
働
き
を
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
、“
食
べ
る
機
能
”
に
お
い

て
は
、
歯
列
・
咬
合
が
し
っ
か
り
し

て
い
れ
ば
、
奥
歯
で
よ
く
噛
み
（
咬

断
）、
嚙
み
砕
き
（
粉
砕
）、
す
り
つ

ぶ
す
（
臼
磨
）
一
連
の
動
作
を
円
滑

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
容
易
に
飲
み
込
め
る
よ
う
、
口

の
中
で
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
と
い
う
消
化

酵
素
を
含
む
唾
液
と
混
ざ
り
、
食
物

の
塊
（
食
塊
）
を
作
り
ま
す
。
こ
の

過
程
は
咀
嚼
と
呼
ば
れ
、
咀
嚼
運
動

は
脳
・
神
経
に
よ
っ
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
歯
が
き

ち
ん
と
揃
い
歯
列
が
整
っ
て
い
る

と
、
舌
は
そ
の
内
側
に
留
ま
り
、
ね

じ
れ
る
よ
う
な
動
き
や
形
を
変
え

る
こ
と
で
（
舌
の
巧
緻
性
）、
口
の

奥
へ
食
物
を
運
び
ま
す
。
力
強
く
舌

を
上
顎
に
押
し
当
て
、“
ゴ
ッ
ク

ン
”
と
嚥
下
で
き
る
の
で
す
。
前
歯

と
奥
歯
が
揃
っ
た
上
下
顎
の
咬
合

関
係
は
、
食
物
を
き
ち
ん
と
噛
む
こ

と
に
繋
が
り
、
健
康
長
寿
の
秘
訣
と

な
り
ま
す
。
下
顎
を
支
え
、
顎
の
関

節
（
顎
関
節
）
や
口
の
周
囲
の
筋
肉

（
咀
嚼
筋
）
を
安
定
さ
せ
、
口
元
を

美
し
く
保
ち
ま
す
。
一
口
30
回
噛
む

習
慣
の
提
唱
や
、「
ゆ
っ
く
り
と
よ

く
噛
む
こ
と
」
は
肥
満
対
策
に
お
け

る
行
動
療
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
な

咀
嚼
機
能
は
脳
の
活
性
化
に
繋
が

る
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歯
が
大
き
く
欠
け
る
、
ま

た
は
失
わ
れ
る
と
、
口
元
の
見
た
目

（
審
美
性
）
や
、
咀
嚼
、
発
音
と
い

う
大
事
な
機
能
が
妨
げ
ら
れ
、
生
活

の
質
（
Ｑ
ｏ
Ｌ
）
が
低
下
し
ま
す
。

歯
が
抜
け
た
ま
ま
の
状
態
が
続
く

と
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
隣
の
歯
が

倒
れ
こ
み
、
噛
み
合
っ
て
い
た
歯
が

動
く
こ
と
で
歯
列
や
咬
合
が
変
化

し
ま
す
。
さ
ら
に
は
虫
歯
や
歯
周
病

を
引
き
起
こ
し
、
顎
関
節
症
を
誘
発

す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歯

が
失
わ
れ
口
腔
機
能
が
損
な
わ
れ

る
と
、
全
身
的
な
健
康
へ
の
影
響
も

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
回
避
す

る
た
め
に
、
最
適
な
補ほ

綴て
つ

歯し

か科
の
治

療
方
法
［
ク
ラ
ウ
ン
、
ブ
リ
ッ
ジ
、

入
れ
歯
（
有
床
義
歯
）、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
義
歯
］
が
あ
る
の
で
す
。　

　
「
噛
む
」
こ
と
に
加
え
、「
噛
め

る
」こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。
近
年
、

「
何
で
も
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
者
の
割
合
」
と
「
20
歯
以
上
歯

を
有
す
る
者
の
割
合
」
は
、
60
代
か

ら
大
き
く
減
少
す
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
は
世
界
で
最
も
高

齢
化
率
が
高
い
た
め
、
口
腔
の
健
康

維
持
は
と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

ご
自
分
の
歯
（
ク
ラ
ウ
ン
や
ブ

リ
ッ
ジ
を
含
む
）
で
、
食
事
が
で
き

る
方
は
、
歯
や
歯
周
病
の
予
防
の
た

め
に
定
期
的
な
歯
科
受
診
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
取
外
し
可
能
な
義
歯

を
装
置
し
て
い
る
方
は
、
定
期
受
診

時
に
は
義
歯
の
検
査
や
調
整
が
必

要
で
す
。

　

お
口
を
健
康
に
維
持
し
、
心
豊
か

で
イ
キ
イ
キ
と
し
た
日
々
を
送
ら

れ
ま
す
よ
う
、
皆
様
に
は
い
つ
ま
で

も
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

医
学
の
お
は
な
し

健
康
長
寿
の
秘
訣

�
─
噛
み
合
わ
せ
・
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
─

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歯
学
部
有
床
義
歯
学
講
座 

教
授

武　

部　
　
　

純

私どもは感謝のために献体・献眼する。 ― 2 ―
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開館日は、毎月　第３の木曜日と日曜日
　　　　　午前10：00～12：00及び午後 1：00～3：30
事前に不老会事務所に電話して
ご希望の日時と人数をご連絡ください。

久 野 庄 太 郎 記 念 館 「 愛 水 館 」

　不老会を設立された久野庄太郎さんは知多半島の台地の農業開発を促進するため、木
曽川を源流とした愛知用水の建設事業に生涯を捧げられた歴史的人物です。令和 4年 6
月に、その生家を改装して活動の実態を知って貰うための記念館「愛水館」が開館され
ました。

住所･･･知多市八幡中島１３４
名鉄常滑線「寺本駅」下車　南へ徒歩５分
正面玄関に「愛知用水発祥之地」の碑（右）

生前の久野庄太郎さん

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。― 3 ―
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熱田史跡散歩 ～堀川に沿って～
� 　不老会評議員　鈴　木　愼　吾

　筆者の住む名古屋市熱田区は、市内でも一番
歴史が古く、名所・旧跡が多く点在していま
す。そこで、当紙面をお借りして、会員の皆様
に「熱田史跡散歩」というタイトルで、数回に
わたり熱田区内にある主な名所・旧跡を紹介
したいと思います。
　今回紹介する堀川沿いにある旧跡は、いずれ
も地下鉄名城線「西高蔵」駅、名港線「日比野」
駅から10分ほどの所にあり、見学しながらゆっ
くりと歩いても 2 時間程度で周回できます。健
康長寿のためには足腰を鍛えることが一番と
言われています。陽気のいい時期にでも散歩を
兼ねてブラリと訪れてみては如何でしょうか。

●断夫山古墳
　堀川東側の熱田台地上にあり、一帯が熱田神
宮公園となっています。古墳時代後期の 5 世紀
末から 6 世紀初頭に作られた地元の豪族「尾張
氏」の墳墓と言われ
ています。全長151
ｍ、高さは前方部
16.2ｍ、後円部13ｍ
で、東日本では最大
級の前方後円墳で
す。
●白鳥古墳（白鳥御陵）
　 4 世紀前半に作られた前方後円墳です。やは
り尾張氏の首長級の人の墳墓と推定されてい
ます。また、白鳥古墳は「白鳥御陵」とも呼ば
れています。日本武尊が、東征の帰りに伊吹山
の神の毒気にあてられ伊勢の能

の ぼ の

褒野で亡くな
りますが、その魂が、妃の宮

みや

簀
ず

媛
ひめ

を慕って白鳥
となってこの地に舞い降りたという伝説によ
ります。入口の石段
の下には、白鳥伝説
を詠んだ本居宣長
の歌碑も建ってい
ます。

●白鳥庭園
　白鳥公園内に
あり、木曽川が、
御嶽山から伊勢
湾に流れ注ぐ様
を表現した「池
泉回遊式」の日本
庭園（有料）です。庭内には数寄屋作りの茶室
「清羽亭」があり、茶会などで利用されていま
す。冬になると庭内の木々に雪吊りが設置さ
れ、雪が積もった朝などにはカメラマンで賑わ
います。
●熱田空襲跡
　太平洋戦争末期
の 昭 和20年 6 月 9
日、軍用機メーカー
愛知航空機や住友
金属工業の工場が
あった白鳥橋付近を米軍機が爆撃した「熱田空
襲」により工場で働いていた従業員や周辺住民
合わせて約2000人が亡くなりました。現在の愛
知時計電機裏の堀川沿いにある遊歩道には爆
撃跡を残した護岸壁が残されています。また、
近くには慰霊地蔵尊像も建てられています。

●七里の渡し跡
　旧東海道は、宮
宿からは海路と
なり船で桑名宿
へと渡りました。
その渡し場であ
る熱田湊は、桑名
までの回路が七里（約28km）あったことから
「七里の渡し」と呼ばれていました。渡し跡に
は当時の常夜燈や時の鐘、船着場などが復元さ
れ「宮の渡し公園」となっています。また、近
くにあるひつまぶしで有名な「あつた蓬莱軒本
店」前の道路を挟んだ反対側には「旧東海道道
標」も建っています。

（愛知県史跡整備市町村協議会ポータルサイトより）

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。 ― 4 ―
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不
老
会
成
願
者
か
ら
角
膜
の
提
供
を
う
け
、

光
を
取
り
戻
し
た
方
々
か
ら
お
礼
状
が
事
務
局

に
届
き
ま
し
た
。

　
　

〇　

大
府
市�

上
野　

一
二
三　

様　

一
、
担　

 

当	

美
濃
・
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク

	
	

ど
な
た
で
も
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

二
、
日　

 

時	

令
和
五
年
十
二
月
十
六
日（
土
）

	
	

午
前
十
時
よ
り

三
、
集
合
場
所	

名
古
屋
市
平
和
公
園

	
	

献
体
の
塔
前
広
場

○�　

�

服
装
は
、
帽
子
、
長
袖
、
タ
オ
ル
、
飲
物
な
ど
を

用
意
し
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○　

参
加
者
は
全
て
勤
労
奉
仕
と
し
ま
す
。

　

八
月
三
十
日
（
水
）
中
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
、
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
全
員
に
自
己
紹
介
、
入
会
の
動
機
、
現
在

の
状
況
等
の
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
日
頃
疑
問

に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
質
問
に
、
地
区
代
表
杉
山
雄

彦
さ
ん
か
ら
回
答
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
務

局
か
ら
は
、
成
願
か
ら
遺
骨
返
還
ま
で
の
説
明
、
入

会
時
に
お
渡
し
し
ま
し
た
連
絡
カ
ー
ド
は
誰
で
も
見

え
る
と
こ
ろ
に
ぶ
ら
下
げ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
と

お
願
い
を
し
ま
し
た
。
出
席
者
全
員
の
お
声
が
聞
け
、

と
て
も
和
や
か
で
し
た
。
ま
た
次
回
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
！
と
散
会
し
ま
し
た
。
出
席
者
十
六
名
。
会

場
の
机
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
片
付
け
を
皆
さ
ん
に
お

手
伝
い
い
た
だ
き
お
世
話
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
事
務
局
）

●　

人
生
を
楽
し
く
生
き
て
献
体
を

�

一
宮
市　

渥
美　

栄
夫

●　

生
き
伸
び
て
流り
ゅ
う
せ
い星ひ
と
つ
懐ふ
と
こに

�

大
府
東
海　

野
村　

悦
子

会 

員 
投 

稿

献
体
の
塔
清
掃
奉
仕
作
業

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

不老カレンダー
月 日 曜日 内　　容
10 13 金 西尾市地区研修会

10 17 火 名古屋市立大学 会員の集い
解剖感謝式

10 26 木 不老会の集い

10 29 日 豊田・みよし地区の集い

11 2 木 名古屋大学　会員の集い
解剖弔慰祭

11 9 木 4 地区合同集い（半田、知多南部、常滑、阿久比）

11 26 日 愛知西部地区の集い

12 16 土 献体の塔清掃

中
村
区
地
区
の
集
い

　
　

不
老
会
事
務
所 

年
末
年
始
お
休
み

　
　
　

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日 （
水
）

�

～ 

令
和
六
年
一
月
五
日 （
金
）

お

知

ら

せ
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